
携帯型心電計による心臓ペースメーカ携帯型心電計による心臓ペースメーカ
植込み患者の管理の有用性について植込み患者の管理の有用性について

プロフェッショナル・ドクターズプロフェッショナル・ドクターズ・・ネットネット
二宮淳一、桑木絅一二宮淳一、桑木絅一

第第8585回日本医療機器学会大会回日本医療機器学会大会2010.5.14.2010.5.14.福岡福岡



目的目的

近年心臓ペースメーカ植え込み患者は増加近年心臓ペースメーカ植え込み患者は増加
の一途をたどっており、かつ高齢化により定の一途をたどっており、かつ高齢化により定
期的な術後管理に困難をきたす機会が増え期的な術後管理に困難をきたす機会が増え
てきた。そのため、我々はこれらの患者管理てきた。そのため、我々はこれらの患者管理
に携帯型心電計が有効かつ有用であるかどに携帯型心電計が有効かつ有用であるかど
うかを検証した。うかを検証した。



対象と方法対象と方法

対象は心臓ペースメーカ植え込み患者対象は心臓ペースメーカ植え込み患者5050名で名で
ある。男女比はある。男女比は3030対２０で、平均年齢７６歳で対２０で、平均年齢７６歳で
あった。あった。

植え込まれたペースメーカモードは植え込まれたペースメーカモードはVVIVVI（（RR）、）、
AAIAAI（（RR）、）、DDDDDD（（RR）の各種であった。）の各種であった。

植え込みの原因となった基礎疾患は高度房室植え込みの原因となった基礎疾患は高度房室
ブロック、洞性徐脈、徐脈頻脈症候群等であった。ブロック、洞性徐脈、徐脈頻脈症候群等であった。
これらの患者の管理として携帯型心電計を用いこれらの患者の管理として携帯型心電計を用い
て心電図を測定し、ペースメーカの作動状況をて心電図を測定し、ペースメーカの作動状況を
把握して管理に役立てた。把握して管理に役立てた。



使用機器とその通信方法使用機器とその通信方法
機器： Card Guard 社製ＣＧ-2100を使用



国内で使用されている主な携帯型心電計







CaseCase１：ＴＵ１：ＴＵ::ＦＦ.76.76ｙｒｓｙｒｓ.Af, sinus.Af, sinus bradycardia:bradycardia: VVImodeVVImode



CaseCase２：２：YY:M.88yrs.SSS,Ad.AYY:M.88yrs.SSS,Ad.A--Vblock:DDDmodeVblock:DDDmode



CaseCase３：３：TN:F.88yrs.SSS:AAImodeTN:F.88yrs.SSS:AAImode



Case4Case4：：TK:M.60yrs.sinus bradycardia:VVImodeTK:M.60yrs.sinus bradycardia:VVImode



CaseCase５：５：YI:F.84yrs.Af,SSS:VVImodeYI:F.84yrs.Af,SSS:VVImode



CaseCase６：６：AS:M.80yrs.Ad.AAS:M.80yrs.Ad.A--Vblock:VVImodeVblock:VVImode



CaseCase７：７：AH:F.34yrs.sinus bradycardia: DDDmodeAH:F.34yrs.sinus bradycardia: DDDmode



結果結果

計測した全員で心電図波形は記録で来た。計測した全員で心電図波形は記録で来た。
高齢者の一部の方で、記録波形に雑音の混高齢者の一部の方で、記録波形に雑音の混
入が見られたが、再度の測定により良好な波入が見られたが、再度の測定により良好な波
形記録が得られた。ペースメーカ形記録が得られた。ペースメーカーースパイクスパイク
の認識はの認識は1212誘導心電図で認識できた症例で誘導心電図で認識できた症例で

は、携帯型でも確実に認識できた。また、患は、携帯型でも確実に認識できた。また、患
者自身による測定・データ送受信を施行した者自身による測定・データ送受信を施行した
症例に関しても臨床的に特に問題は認めら症例に関しても臨床的に特に問題は認めら
れなかった。れなかった。



考察と結語考察と結語

携帯型心電計によるペースメーカ埋め込み携帯型心電計によるペースメーカ埋め込み
患者の管理は非常に有効で、精度的にも満患者の管理は非常に有効で、精度的にも満
足できるものであった。足できるものであった。

今回の検討患者にはペーシング不全や著し今回の検討患者にはペーシング不全や著し
いバッテリー消耗を示す症例は見られなかっいバッテリー消耗を示す症例は見られなかっ
たが、患者の満足度や使用の簡便性の面かたが、患者の満足度や使用の簡便性の面か
ら、ペースメーカチェックの頻度を減らせる可ら、ペースメーカチェックの頻度を減らせる可
能性が考えられた。能性が考えられた。


